










昭和59年と60年の2年間に本研究班参加施設に来院し,腎生検が施行され腎病理所見が明

らかにされた2798例について,各施設の協力を得て2年後の予後を疾患別,診断時の症状別,

病理組織型別に検討した。その結果,IgA 腎症も非 IgA 腎症も,光顕所見の比較的軽い症例

の予後が良かった。これらの疾患に比較すると,無症状のうちに発見された MPGNも FGS も

その予後は良好とは思われず,MPGN は慎重にステロイドで治療する必要がある。 


